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こ
う
し
た
成
長
経
過
を
可
能
に
し
た
の
は
、
第
一

に
、
80
年
以
降
数
千
万
円
の
設
備
投
資
を
計
画
的
に
継

続
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
30
年
前
か
ら
使
用
し
て
い

る
カ
ム
式
自
動
旋
盤
（
24
台
）、
ス
イ
ス
の
名
機
「
エ

ス
コ
マ
テ
ィ
ッ
ク
」（
12
台
）、
Ｎ
Ｃ
複
合
加
工
自
動
旋

盤
（
22
台
）
ほ
か
、
加
工
部
品
の
量
、
形
状
、
素
材
な

ど
に
最
も
適
し
た
機
械
設
備
を
ト
ー
タ
ル
に
装
備
し
て

い
る
。

　
第
二
に
、
多
種
類
の
工
作
機
械
を
最
高
の
状
態
で
能

力
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
技
術
・
技
能
者
を
養
成
し
て

き
た
こ
と
に
あ
る
。
加
工
図
面
を
見
て
全
体
の
「
段
取

り
を
考
え
る
」
↓
「
切
削
工
具
の
製
作
、
加
工
プ
ロ

西
　
澤
　
正
　
樹

　
　
　
新
た
な
輸
出
戦
略
の
追
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜 

渋
江
精
密
工
業 (

株) 

〜

「
国
際
中
堅
企
業
」
の
登
場
（16）

　
渋
江
精
密
工
業
は
精
密
自
動
旋
盤
に
よ
る
専
門
加
工

企
業
と
し
て
２
０
０
７
年
に
創
立
56
周
年
を
迎
え
た
。

現
代
表
者
の
父
親
が
三
協
精
機
向
け
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
部

品
の
加
工
業
を
創
業
し
た
と
こ
ろ
に
は
じ
ま
る
。
地
元

発
注
に
応
じ
る
「
地
域
展
開
企
業
」
か
ら
、
全
国
営
業

に
よ
り
顧
客
を
開
拓
し
て
「
広
域
展
開
企
業
」
に
成
長

し
、
さ
ら
に
「
国
際
中
堅
企
業
」
へ
と
向
か
っ
て
い

る
。

　
　
　
無
人
化
工
場
の
追
求

グ
ラ
ム
の
作
成
」
↓
「
Ｎ
Ｃ
機
に
よ
る
加
工
」
↓
「
機

械
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
と
い
っ
た
一
連
の
工
程
を

一
人
で
担
う
こ
と
が
で
き
る
社
員
を
養
成
し
て
き
た
。

　
第
三
に
、
Ｎ
Ｃ
自
動
旋
盤
を
編
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
夜
間
完
全
無
人
稼
動
を
可
能
に
し
た
こ
と
で
あ

る
。
１
０
０
台
を
超
え
る
自
動
旋
盤
を
14
名
の
現
場
技

術
者
が
オ
ペ
レ
ー
ト
し
て
い
る
。
最
新
鋭
の
工
作
機
械

を
装
備
し
て
い
て
も
、
そ
の
能
力
を
充
分
に
引
き
出
し

得
な
い
東
ア
ジ
ア
の
工
場
が
多
い
状
況
に
対
し
て
、
当

社
の
競
争
力
が
勝
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
精
密
自
動
旋
盤
加
工
に
関
し
て
国
際
価

格
競
争
を
制
す
る
「
超
量
産
」
と
低
価
格
で
利
益
を
計

上
で
き
る
生
産
態
勢
を
作
り
上
げ
、
日
本
か
ら
世
界
へ

の
輸
出
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
現
地
調
達
要
求
の
矛
盾

　
当
社
は
諏
訪
地
域
に
あ
っ
て
品
質
は
も
ち
ろ
ん
、
輸

送
費
を
含
め
た
価
格
面
で
も
輸
出
競
争
力
を
持
つ
生
産

工
場
を
作
り
上
げ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
え

ば
、
華
南
地
域
に
進
出
し
た
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
は
加
工

業
の
「
現
地
進
出
」「
現
地
供
給
」
を
求
め
て
い
る
。

　
当
社
の
築
き
上
げ
た
生
産
態
勢
に
よ
る
部
品
の
品

質
、
価
格
は
、
単
に
最
新
の
工
作
機
械
を
持
ち
込
む
だ

け
で
提
供
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
東
ア
ジ
ア
で
同
様

の
生
産
態
勢
を
作
る
に
は
、
技
術
人
材
の
養
成
と
い
う

時
間
と
コ
ス
ト
の
か
か
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
部
品
単
価
を
押
し
上
げ
る
要
因
と
な
る
。
そ

れ
で
も
な
お
、
現
地
調
達
に
こ
だ
わ
る
セ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
の
理
由
は
な
に
か
。

　
中
国
国
内
販
売
の
た
め
の
原
材
料
・
部
品
の
現
地
調

達
が
目
標
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
社
の
供
給
す
る
１
個
、

数
十
銭
の
部
品
は
輸
入
関
税
を
加
え
て
も
現
地
価
格
に

対
抗
で
き
る
。
納
期
の
安
定
が
目
標
で
あ
る
な
ら
ば
、

現
地
調
達
の
納
期
は
10
日
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
当

社
は
発
注
か
ら
納
品
ま
で
の
納
期
に
充
分
に
対
応
し
て

い
る
。

　
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
が
現
地
調
達
に
こ
だ
わ
る
理
由

は
、
第
一
に
、
購
買
担
当
者
が
「
メ
イ
ド
イ
ン
チ
ャ
イ

ナ
」
が
安
く
、
日
本
か
ら
の
輸
入
部
品
は
高
い
と
思
い

込
ん
で
い
る
本
社
経
営
陣
か
ら
現
地
調
達
を
指
示
さ
れ

て
お
り
、
日
本
か
ら
購
入
す
る
こ
と
は
担
当
者
の
業
績

評
価
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
華
南
地
域
で
は
日
系
加
工
業
に
先
行
し
て

進
出
し
て
い
る
香
港
系
、
台
湾
系
加
工
業
が
提
示
す
る

ダ
ン
ピ
ン
グ
的
価
格
に
応
じ
る
日
系
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
有
力
な
香
港
系
、
台
湾

系
加
工
業
は
、
日
系
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
実
績

が
で
き
る
と
、
そ
れ
を
他
の
日
系
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
。
他
の
日
系
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
は
「
あ

の
メ
ー
カ
ー
が
発
注
し
て
い
る
加
工
業
な
ら
信
用
で
き

る
だ
ろ
う
」
と
考
え
連
鎖
的
に
取
引
を
開
始
す
る
。
資

金
力
が
あ
り
大
規
模
な
投
資
を
即
決
で
き
る
香
港
系
、



亜細亜大学アジア研究所所報 平成19年12月15日第129号

5

　
　
　
第
二
の
輸
出
戦
略

台
湾
系
加
工
業
は
、
設
備
投
資
を
拡
大
し
シ
ェ
ア
を
高

め
、
日
本
か
ら
の
輸
入
部
品
や
後
発
の
日
系
現
地
加
工

業
は
締
め
出
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
一
定
の
シ
ェ
ア

を
確
保
す
る
と
徐
々
に
部
品
価
格
を
戻
し
て
い
く
。

　
第
三
に
、
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
は
納
品
さ
れ
た
部
品
を

組
立
ラ
イ
ン
に
供
給
す
る
直
前
に
行
う
最
終
検
査
工
程

を
省
き
、
組
立
の
み
に
特
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。
現
地
調
達
部
品
に
完
全
な
信
頼
を
寄
せ
る

こ
と
が
で
き
ず
、
不
安
が
残
っ
て
い
る
の
で
自
社
内
で

再
度
、
部
品
検
査
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
部
品
の
最

終
検
査
を
信
頼
の
置
け
る
日
本
企
業
に
現
地
で
行
わ
せ

た
い
、
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
純
日
本
生
産
部
品
は
価
格
が
安
く
と
も
調
達
せ
ず
、

香
港
系
、
台
湾
系
加
工
業
の
し
た
た
か
な
事
業
戦
略
に

振
り
回
さ
れ
、
不
安
を
抱
い
た
ま
ま
現
地
調
達
を
進
め

る
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
調
達
方
針
の
矛
盾
が
発
生
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
こ
う
し
た
姿

勢
は
、
輸
出
競
争
力
を
持
つ
レ
ベ
ル
に
達
し
た
国
内
加

工
業
を
も
地
域
か
ら
引
き
ず
り
出
し
、
国
内
工
場
へ
の

設
備
投
資
や
技
術
開
発
投
資
に
回
る
可
能
性
の
あ
る
資

金
を
、
現
在
は
ま
だ
不
必
要
な
直
接
投
資
に
振
り
向
け

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
第
一
の
輸
出
戦
略

　
国
内
生
産
・
世
界
輸
出
の
競
争
力
を
確
立
し
た
当
社

は
、
新
た
な
輸
出
戦
略
を
追
求
し
て
い
る
。
第
一
の
戦

略
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
モ
ノ
づ
く
り
を
「
前
工
程
」

「
中
工
程
」「
後
工
程
」
と
考
え
「
前
工
程
」
は
、
営

業
、
設
計
情
報
の
受
け
取
り
、
加
工
の
段
取
り
で
あ

る
。
「
中
工
程
」
は
、
自
動
生
産
に
よ
る
加
工
、
設
備

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
あ
る
。
実
際
は
「
中
工
程
」
で
完

全
に
部
品
を
作
り
込
み
品
質
を
確
定
し
て
し
ま
う
。

「
後
工
程
」
は
、
洗
浄
、
検
査
、
品
質
保
障
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
の
作
成
、
パ
ッ
キ
ン
グ
、
発
送
で
あ
る
。

　
当
社
で
は
、「
前
工
程
」
の
営
業
、「
後
工
程
」
の
す

べ
て
を
顧
客
の
生
産
拠
点
に
近
い
と
こ
ろ
に
配
置
し
よ

う
と
し
て
い
る
。「
中
工
程
」
は
50
数
年
間
の
蓄
積
に

よ
り
、
本
社
工
場
に
は
国
際
価
格
競
争
に
勝
て
る
環
境

を
整
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
工
作
機
械
に
よ
る
加
工
は

完
了
し
て
い
る
が
、
測
定
、
検
査
、
洗
浄
な
ど
の
工
程

が
残
さ
れ
て
い
る
「
半
成
品
」「
中
間
製
品
」
を
輸
出

す
る
。
東
ア
ジ
ア
の
し
か
る
べ
き
地
点
に
営
業
、
検

査
、
物
流
拠
点
を
配
置
し
、
測
定
、
検
査
、
洗
浄
工
程

を
施
し
た
メ
イ
ド
イ
ン
・
現
地
の
「
完
成
品
」
と
し
て

現
地
顧
客
に
供
給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
業
戦
略
で
は
、
工
場
を
建
設
し
生
産
設
備
投

資
と
技
術
教
育
投
資
を
必
要
と
す
る
「
重
た
い
」
直
接

投
資
を
し
な
く
と
も
東
ア
ジ
ア
事
業
に
踏
み
込
む
こ
と

が
で
き
る
。
直
接
投
資
に
よ
り
設
立
す
る
現
地
法
人

は
、
営
業
と
物
流
機
能
を
備
え
た
測
定
・
検
査
工
場
と

し
て
登
録
す
る
。

　
中
国
の
沿
海
地
域
に
は
大
量
の
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
が

進
出
し
て
お
り
、
当
社
の
扱
う
製
品
の
需
要
は
膨
大
に

存
在
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
香
港
系
、
台
湾
系
加
工

業
の
優
勢
な
華
南
地
域
で
は
な
く
、
日
系
セ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
の
集
中
す
る
大
連
は
、
当
社
の
最
初
の
海
外
事
業

展
開
に
と
っ
て
は
適
地
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
国
内
物
流

（
空
輸
や
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
）
環
境
は
徐
々
に
整
備
さ
れ

て
き
て
お
り
、
華
南
地
域
で
生
産
し
た
部
品
が
上
海
や

大
連
に
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
連
か
ら
中
国

全
土
に
部
品
供
給
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
第
二
の
輸
出
戦
略
は
、
当
社
の
挑
戦
を
モ
デ
ル
に
し

て
日
本
か
ら
の
空
輸
が
可
能
な
小
物
・
微
細
部
品
加
工

業
の
連
携
進
出
を
促
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
事
業
戦
略
は
、
諏
訪
地
域
で
の
「
中
工
程
（
狭
義

の
モ
ノ
づ
く
り
）」
の
空
洞
化
は
促
進
せ
ず
、
東
ア

ジ
ア
市
場
へ
の
参
画
を
可
能
と
す
る
。

　
小
物
・
微
細
な
加
工
を
得
意
と
し
、
国
際
価
格
競
争

に
伍
し
て
い
け
る
自
動
化
、
省
力
化
を
進
め
た
地
域
の

切
削
・
研
削
・
研
磨
加
工
業
、
機
械
要
素
部
品
加
工

業
、
メ
ッ
キ
、
熱
処
理
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
加
工
業

な
ど
と
連
携
し
、
日
本
で
の
加
工
、
現
地
で
の
検
査
・

ユ
ニ
ッ
ト
組
立
体
制
を
構
築
す
る
。
こ
う
し
た
加
工
業

が
地
域
内
で
提
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
に
お

い
て
部
品
を
分
散
発
注
せ
ざ
る
を
得
な
い
セ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
に
対
し
て
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
で
の
優
位
性
を
主
張

で
き
よ
う
。
ま
た
、
単
品
部
品
加
工
の
世
界
で
ダ
ン
ピ

ン
グ
的
価
格
に
翻
弄
さ
れ
る
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
に
対
し

て
は
、
加
工
機
能
側
か
ら
長
期
取
引
の
利
益
を
再
度
、

主
張
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
新
た
な
輸
出
戦
略
へ
の
挑
戦
を
進
め

る
際
に
、
物
流
費
用
の
圧
縮
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。

長
野
県
内
の
範
囲
で
発
生
す
る
中
小
工
業
の
輸
出
貨
物

量
や
輸
出
頻
度
の
実
態
調
査
を
行
い
、
航
空
貨
物
費
用

を
圧
縮
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
イ
ン
ラ
ン
ド
・

デ
ポ
の
可
能
性
を
検
討
し
地
方
空
港
の
国
際
貨
物
輸
送

サ
ー
ビ
ス
や
国
内
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
を

促
す
地
域
産
業
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
（
に
し
ざ
わ
ま
さ
き
・
ア
ジ
ア
研
究
所
准
教
授
）
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